
石製品（1 ～ 21・23 ～ 30：S=1/4、22：S=1/5）
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ふりがな ふりがな コード
遺跡番号 北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因

所収遺跡名 所在地 市町村

松
まつもとじょう

本 城

三
さんのまるあと

の丸跡

土
ど い じ り

居尻

長
ながのけん

野県松
まつもとし

本 市

大
おおて

手 3 丁
ちょうめ

目 2-27、

2 丁
ちょうめ

目 3-10

20202 494
36°
14′
6″

137°
58′
6″

1991.04.09
～

1991.07.19

1,365.5㎡
（のべ 5,442㎡）

市営松本城大

手門駐車場建

設

松
まつもとじょう

本 城

三
さんのまるあと

の丸跡

大
だいみょうちょう

名 町

長
ながのけん

野県松
まつもとし

本 市

大
おおて

手 3 丁
ちょうめ

目 61-3

ほか

20202 494
36°
14′
7″

137°
58′
9″

2019.04.15
～

2020.02.14

1,100㎡
（のべ 3,300㎡）

松本市基幹博
物館整備事業

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

松本城
三の丸跡
土居尻

城館跡
（武家屋敷）

戦国
～

近代

建物跡、土坑、ピット、
水道遺構、井戸跡、溝状
遺構、集石遺構

土器（金箔かわらけ、灯明皿、内
耳鍋ほか）

陶磁器（肥前産、瀬戸・美濃産、京・
信楽産ほか）

木製品（下駄、荷札、木簡ほか）
漆器・漆工用具（椀、椀蓋ほか）
金属製品（煙管、銭貨ほか）
石製品（硯、砥石、茶臼、鋳型ほか）
ガラス製品（簪、瓶ほか）
その他材質製品（碁石、簪ほか）
自然遺物（獣骨、魚骨、貝、種
子ほか）

希少遺物として、Ⅲ検で金箔
かわらけ、Ⅳ検で蒔絵で描い
た三葉葵紋の漆器がそれぞれ
出土した。

松本城
三の丸跡
大名町

城館跡
（武家屋敷）

戦国
～

近代

溝状遺構 49 条、土坑
389 基、畝状遺構 1 基、
水路跡 1 条、瓦集中部 1
カ所、焼土範囲 12 カ所

Ⅱ検で規模の大きい池状遺構
（土 123）が検出され、18 世
紀後～ 19 世紀初の一括資料が
得られた。

要約

土居尻は、三の丸の南西部に位置する。100 ～ 250 石クラスの中級武士の屋敷地で、第 1 次調査地は土居尻の南
端に位置する。4 つの生活面を調査し、帰属時期はⅠ検が近代、Ⅱ検が 18 世紀後～幕末、Ⅲ検が 16 世紀後～ 18 世
紀、Ⅳ検が 16 世紀と 17 世紀前の 2 時期と考えられる。Ⅰ検では、建物跡 5 軒を検出し、石列や胴木を用いた布基
礎と礎石建ちの２種類あることが確認できた。Ⅱ検は、水道遺構である竹管や木樋、井戸跡が多く検出された。Ⅲ検
は、最も遺構密度が濃く、遺物も大量に出土した。特筆される遺物に金箔かわらけがある。Ⅳ検でも建物跡等の多く
の遺構が出土しており、特筆される遺物として全国的にも希少な三葉葵紋の漆器が挙げられる。

大名町は、大手門を通過した先に位置する。250 ～ 500 石クラスの上級武士の屋敷地で、第 3 次調査地は大名町
の南端に位置する。3 つの生活面を調査し、帰属時期はⅠ検が近代、Ⅱ検が近世、Ⅲ検が戦国時代末頃と考えられる。
近世の生活面は 1 面のみしか認められず、隣地で実施された土居尻 1 次調査とは異なる土層堆積（造成経過）が確
認された。Ⅰ検では、明治の大火の痕跡や、明治 13 年～昭和 30 年頃に存在した本願寺松本別院の本堂跡などを確
認した。Ⅱ検は、武家屋敷に関わる建物や庭園、敷地境の遺構を確認した。Ⅲ検では、三の丸形成以前の区画溝や掘
立柱建物の遺構を確認した。

報告書抄録
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